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現在の市街地▲ 　皆が幸福に生活できれば、と思
います。
　子ども達には辛抱強くあってほ
しいです。途中でやめてしまって
はいけません。最後までやり遂げ
ることが大切です。

　戦前は国土交通省の測量士。
終戦後、台湾から引き揚げ、
農業を営まれました。
　最近まで、趣味のしめ縄作
りや娘さんとの文通などを楽
しまれていました。今も電動
カーで田んぼを見に行くなど
家の周りを散策したり、新聞
を読むのが日課だそうです。

吉加江  隆さん
（舟ノ川）

　伊佐市は誕生して８年を迎えました。
　目まぐるしく変化する時代の中で、新たな「まちの未来」を市民の皆さ
んや伊佐市を応援してくださる皆さんと共に創っていく必要があります。
　柔軟に、そして、たくましく生きて来られた「100 歳の大先輩」に、こ
れまでの経験や長寿の秘訣、これからの伊佐市の未来を担う若い世代への
メッセージを伺いました。
✿今年度、伊佐市では 18 人が 100 歳を迎えます。（大正５年４月２日～
　大正６年４月１日生）

　京都府出身。終戦後、台湾
から引き揚げ、羽月小学校、
大口東小学校の教員をして女
手一つでお子さんを育てられ
ました。
　今でも元教え子が帰郷の際
に会いに来たり、年賀状を
送ってくれるのが楽しみだそ
うです。

　皆さんが元気で仲良く無事に過ご
し、まちが栄えて行けばと思います。
　終戦後、台湾から引き揚げてきて、
家もなく、知り合いもいない状況で
主人が亡くなりました。京都出身の
私は “よそ者” で、子ども４人と姑
を抱えてどうしようもありませんで
した。幸いにも、教員免許を持って
いたので教員として働くことができ
ました。
　戦争だけは絶対にしてはいけませ
ん。若い皆さんに当時の話を聞きに
来て欲しいです。そして忘れないよ
うに後世に語り継いで欲しいです。

岩城  文子さん
（朝日町）

　旧栗野町出身。午前5時半
に起きて家事や畑仕事など何
でもこなしながら、らっきょ
うや梅を漬けたり、趣味の和
菓子作りを楽しんでいらっし
ゃいます。畑で収穫した小豆
から作った羊羹は近所の方々
から「美味しい」と好評との
ことです。

　95 歳までは何でもしていました
が、今は足が痛くなりました。畑の
草取りやクワで耕すのはできるので、
豆や野菜を育てたり、茶摘みをした
りしています。
　今でも炊事や洗濯など何でも自分
でするのが元気の源になっていて、
まだまだ死ぬ道がわからないです。

本田  キクノさん
（本町）
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　イタリア出身。宣教のため
中国、香港を経て昭和 26 年
に来日。福岡県大牟田市で明
光学園の創立に携わり、60
歳のときに大口明光学園のシ
スターとして来市されました。
　大口明光学園では、創立以
来続いているボランティア活
動「一粒会」を立ち上げられ
ました。

　時代の変化とともに、生活や家族
の形が変わってきました。子は親の
姿を見て育ちます。現代の家庭では、
親が家にいないことも増えてきてい
ます。「愛」は「家族」から始まり
広がっていくものです。両親が共働
きでも、愛情あふれる家庭の中で優
しい気持ちを育んで欲しいです。愛
があれば何でもできます。

大正時代の
東京の風景▶

農作業風景▼

昭和 54 年
  の市街地▶

フルラン  アデレさん
（明光学園）

　宮崎県出身。結婚し、約
70 年前に羽月北校区・豊原
の開拓団に入植されました。
　杖なしで歩く元気の秘訣は
「若い頃から農業をしていた
おかげ」とおっしゃいます。

　今でも子どもの頃に親から言われ
ていたことが心に残っています。「ご
飯を残してはいけない、米粒一つ残
してはいけない」と。だから今も残
さずご飯を食べています。
　「他人のご飯を食べなければ親の
恩が分からない」と近所の家に２年
間奉公にも出ました。
　入植地の豊原では、初めは何も作
れず２～３ヘクタールの山林を伐採
して開拓し、畑や田んぼを作って農
業で生計を立てました。電気や水道
もなく、特に戦後は食べ物がなくて
苦労しました。
　若い皆さんは、一生懸命働くこと
が良いと思います。人と付き合うと
きには、優しく良い人であってくだ
さい。

久野  ハルヱさん
（敬寿園）

伊佐市の総人口　   27,195 人
75 歳以上の人口　    6,265 人
総人口に占める割合　 23.04％
100 歳以上の人　         34 人
（男性：3人　女性：31人）
市最高齢者（女性）      109 歳

■伊佐市の高齢者
（平成 28年 10月 1日現在）

　うどん１杯４銭、米 10kg １円９銭 

　伊佐・・・行政区画は大口村、山野村、羽月村、西太良村、菱刈村、東太良村
　　　　　　大口街道を初めて車が走る
　国 ・・・・迪

みちのみや

宮裕仁親王（後の昭和天皇）、正式に皇太子になる
　　　　　　夏目漱石死去
　世界・・・第一次世界大戦中（大正３年～７年）

■大正５年ってどんな年？
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厚生労働省が実施している職場の受動喫煙防止対策
に取り組む事業主への支援

3 お店を全面禁煙にした理由やきっかけはなんですか？

○受動喫煙防止対策助成金
　職場での受動喫煙防止対策に取り組む中小企業事業主を
　対象に、喫煙室の設置などにかかる工費、設備費等の経  
　費について、助成率 1/2（上限 200 万円）で支給。
○受動喫煙防止対策の技術的な相談
　専門家による電話相談など
○喫煙室などの要件の確認や事業場の実態把握
　測定器の貸出や測定方法の説明など
問い合わせ先　鹿児島県労働局健康安全課

☎０９９・２２３・８２７９

受動喫煙による健康被害を予防しましょう

　姶良保健所長兼大口保健所長　　揚松　龍治氏
（日本公衆衛生学会たばこ対策専門委員会委員）

　厚生労働省は 9月 2日に「喫煙と健康」（通称：たばこ白書）を改定し公表
しました。たばこによる健康被害として、がん（肺、食道、胃、肝臓、子宮
頸部等）、虚血性心疾患、脳卒中、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、歯周病、周産
期異常（低出生体重児、早産等）のさまざまな病気が国内外の多数の科学的
知見により明らかになっています。
　たばこの煙には発がん性物質が約 70種類含まれています。全国で自らたばこを吸う能動喫煙により年間
約 13万人が死亡していますが、これは全死亡の約 1割にあたります。また、自分はたばこを吸わないにも
かかわらず、同居者や職場の同僚、飲食店で他人の煙を吸わされる受動喫煙により約 15,000 人が死亡して
いると推計されています。
　国立がん研究センターがん対策情報センターは 8月 31日に受動喫煙のある人では、ない人に比べ肺がん
になるリスクが約 1.3 倍高いと発表しました。この結果を受け、がん予防法のガイドラインでは「たばこは
吸わない。他人のたばこの煙を避ける」と受動喫煙防止を明確な目標として提示しています。
　わが国では平成 15年の健康増進法の制定及び平成 27年の労働安全衛生法の一部改正により受動喫煙を
防止することが努力義務とされていますが、法律により屋内を全面禁煙とした国などでは、国民の喫煙関連
疾患による入院リスクが減少したことが報告されています。受動喫煙を避ける環境づくりを進め健康被害を
予防していきましょう。

「たばこの煙のないお店」って？

　鹿児島県では、受動喫
煙対策に取り組む飲食店
または喫茶店を「たばこ
の煙のないお店」として
登録し、県民の健康づく
りを支援する社会環境の
整備を図っています。

　登録店には「登録証」「ステッカー」の表
示をお願いしています。登録料は無料。
問い合わせ先　姶良保健所　

☎０９９５・４４・７９５３

受動喫煙による利用者の健康への影響を防ぐため

受動喫煙による従業員への影響を防ぐため

お客様からの要望や苦情があったため

お店のスペースや構造上、効果的な分煙が難しいため

全面禁煙の店としてアピールするため

健康増進法の施行により、受動喫煙防止対策が努力義務となったため

料理や飲み物の味や香りを楽しんでもらうため

所属する企業やチェーン本部の方針のため

入居しているビルの方針のため
その他
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1 飲食店等の禁煙・分煙対策状況

受動喫煙の場所（成人）　回答者数 666 人 受動喫煙の場所（児童・生徒）回答者数 235 人

2 健康増進法上で飲食店の営業者にも受動喫煙防止
　についての努力義務がある
　ことを知っていますか？

　平成 27年度に伊佐市の健康づくりの計画書
「健康いさ 21（第 2次）」を策定するために行っ
た調査結果の一部を紹介します。

伊佐市の受動喫煙の状況

男性は飲食店、職場、遊技場が多く、
女性は家庭が多くなっています。

児童・生徒も家庭、飲食店が多くなっています。
また、学年が低くなるほど公民館などの地区の
集会所が多いようです。

　平成 27年 11月に伊佐市内の飲食店・宿泊施設に対して行った調査結果の一部を紹介します。

飲食店等の受動喫煙に向けた取組の状況

　健康増進法第 25条　「学校、体育館、病院、
劇場、観覧場、集会場、展示場、百貨店、事務
所、官公庁施設、飲食店その他の多数の者が利
用する施設を管理する者は、これらを利用する
者について、受動喫煙（室内又はこれに準ずる
環境において、他人のたばこの煙を吸わされる
ことをいう。）を防止するために必要な措置を
講ずるように努めなければならない。」

「受動喫煙の防止」に向けて、
法律で努力義務があることをご存じですか？

16.6 ％

23.7 ％
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　室内などにおいて、自分ではたば
こを吸わなくても、他人のたばこの
煙を吸わされることです。

受動喫煙とは

 受動喫煙STOP!
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日　　時　　
場　　所　e-Ga なんちゅう交流棟　調理室とピザ窯前
定　　員　15 人（新規受講者のみ）
持 参 品　エプロン・バンダナ・水分補給用の飲み物
参 加 費　無料
※練習用ピザ生地は 1 枚無料。追加１枚ごとに材料費
　として 300 円（一人２枚まで（計 3 枚）。追加は申
　込時に事前予約が必要です。）。

11 月 25 日（金）９時～ 13 時 30 分　

　今ではあまり見なくなった焚き火。薪で調理するなんてもはや特
別な日だけかもしれません。しかし、身近な自然を生かした暮らし
は、いま世界中で注目されています。土に触れ作物を育て、火を入れ、
体中の感覚を使って調理する。食べるのに手間がかかるけど、いつ
もと違ってワクワクドキドキ。懐かしくも新しい時間の楽しみ方が
あなたを待っています。

第４回石窯マイスター講座受講者募集

申込方法
　受講希望者は、大口子育て支援センタールピナスに電話で申し込みください。
　定員に達し次第締め切ります。（申込多数の場合は、各団体 1人に調整させていただきます。）

　伊佐市民を対象に「なんちゅう版石窯マイスター講座」を開催します。
　講座を受講すると、今後は講師を頼まなくても自分たち
の団体だけで石窯やかまどの利用ができるようになります。

申込・問い合わせ先　伊佐市大口子育て支援センター　ルピナス
　　　　　　　　　　（総合交流拠点施設 e-Ga なんちゅう内）☎㉓５０８０・　㉓５０８１
　　　　　　　　　　こども課子育て支援係　☎㉓１３２８

講　　師
IEOMA伊佐石窯マイスター協会

～  e-Ga なんちゅうの石窯（ピザ窯）・かまど編  ～

　県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年 11月を「不
法投棄防止強化月間」と定めています。期間中は、不法投棄防止の啓発活
動やパトロール等を強化しています。
　不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが「不法投棄をしな
い。させない。見つけたらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のな
い住みよい地域をつくりましょう。
　産業廃棄物の不法投棄を発見したら、ご連絡ください。
連絡・問い合わせ先
県庁廃棄物・リサイクル対策課　☎０９９・２８６・３８１０
　　　　　　　　　　　　　sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp

11 月は不法投棄防止強化月間

 
 
 
○ 県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年１１月を「不法投棄防止強化月間」と

定めています。 
○ 期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化しています。 
○ 不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見つけ

たらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。 
○ 産業廃棄物の不法投棄を発見したら、お近くの地域振興局、保健福祉環境部または県庁廃棄物・

リサイクル対策課  ☎０９９（２８６）３８１０（サンパイゼロ） 
           e-mail:sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp までご連絡ください。 
※不法投棄防止強化月間 

  西郷さんマーク 

１１月は不法投棄防止強化月間です 

内　　容
①窯の火入れ、生地こね
②ピザ窯・かまどの構造を学ぶ
③かまどで米を炊く
④ピザのトッピング材料を準備する
⑤ピザを焼いて食べる
⑥片づけ
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日付 場所 時間

11
月
28
日
（
月
）

 旧中央公民館跡（西冨士横）       9:00 ～         9:10
 渕辺三叉路 10:00 ～ 10:10

 旧伊佐農協平出水支所 10:30 ～ 10:40

 平出水上公民館 11:00 ～ 11:10

 平原（安田ヨシ子様宅下） 11:30 ～ 11:40

 猩々公民館 13:00 ～ 13:10

 尾之上公民館 13:35 ～ 13:45

 小川内公民館 14:05 ～ 14:15

 旧山野中学校 14:40 ～ 14:50

11
月
29
日
（
火
）

 大島南公民館前広場（みゆき公園）       9:00 ～         9:10
 針持青少年センター       9:35 ～         9:50
 山神公民館 10:20 ～ 10:30

 田代公民館 10:50 ～ 11:00

 釘野々公民館 11:20 ～ 11:30

 堂山公民館 11:50 ～ 12:00

 田原公民館 13:10 ～ 13:20

 場ノ木ゴミ収集所前 13:40 ～ 13:50

 青木元地区教育集会所 14:10 ～ 14:20

 前目公民館 14:40 ～ 14:50

11
月
30
日
（
水
）

 木ノ氏公民館       9:00 ～         9:10
 一ノ渡瀬（赤池弘德様宅）       9:30 ～         9:40
 笹野（市野瀬武經様宅） 10:00 ～ 10:10

 鉱業所事務所前 10:30 ～ 10:40

 白ヶ谷（永野商店前） 11:00 ～ 11:10

 牛尾公民館　 11:30 ～ 11:40

 小木原中公民館 13:00 ～ 13:10

 石井公民館 13:30 ～ 13:40

 旧布計駅跡地　 14:20 ～ 14:30

 山野基幹集落センター 14:50 ～ 15:00

12
月
1
日
（
木
）

 城下公民館       9:00 ～         9:10
 下荒田公民館       9:40 ～         9:50
 荒田下バス停留所前 10:20 ～ 10:30

 比良地区集会施設 11:00 ～ 11:10

 小川添公民館 11:30 ～ 11:40

 瓜之峰公民館 13:00 ～ 13:10

 本城地区集会施設 13:30 ～ 13:40

 旧伊佐農協川南出張所 14:20 ～ 14:30

 まごし館 14:50 ～ 15:10

12
月
2
日
（
金
）

 ドラッグストアモリ大口店       9:00 ～         9:10
 春村公民館       9:40 ～         9:50
 小木原上中公民館 10:10 ～ 10:20

 上林商店倉庫（旧農協郡山出張所） 10:50 ～ 11:00
 大口元気こころ館（多目的ホ－ル前） 11:20 ～ 11:45

日付 場所 時間

11
月
21
日
（
月
）

 北さつま農協東支所       9:00 ～         9:10
 多々良石公民館       9:30 ～          9:35
 上青木東バス停       9:50 ～ 10:00
 上青木中公民館下 10:20 ～ 10:30

 上市山集会施設 10:50 ～ 11:00

 東市山集会施設 11:20 ～ 11:30

 下市山集会施設 11:50 ～ 12:00

 元町団地内 13:10 ～ 13:20

 原田（深渡瀬ミヨ子様宅前） 13:40 ～ 13:50
 大口元気こころ館（多目的ホ－ル前） 14:10 ～ 15:10

11
月
22
日
（
火
）

 北さつま農協駅前支所       9:00 ～           9:10
 下ノ木場（旧帖佐商店横）       9:30 ～         9:40
 馬渡公民館 10:00 ～ 10:10

 羽月西青少年センター 10:30 ～ 10:40

 宮人公民館 11:00 ～ 11:10

 八代公民館 11:30 ～ 11:40

 下手下集会施設 13:00 ～ 13:10

 花北営農研修センター 13:30 ～ 13:40

 永尾（鹿児島トヨペット駐車場） 14:10 ～ 14:20
 水ノ手公民館 14:40 ～ 14:50

11
月
24
日
（
木
）

 鳥巣上公民館 10:00 ～ 10:10

 冨士福祉館 10:30 ～ 10:40

 白木農村公園 11:00 ～ 11:10

 羽月北小学校 11:30 ～ 11:40

 辺母木公民館 13:00 ～ 13:10

 田代（溝口民哉様宅） 13:25 ～ 13:35

 川岩瀬公民館 13:50 ～ 13:55

 湯ノ谷公民館 14:10 ～ 14:20

 羽月地区公民館 14:40 ～ 15:00

11
月
25
日
（
金
）

 田中中公民館       9:00 ～           9:10
 田中上集会施設       9:30 ～         9:40
 徳辺下集落センター 10:00 ～ 10:10

 楠本集会施設 10:35 ～ 10:45

 新川集落センター 11:10 ～ 11:20

 小路集会施設 11:40 ～ 11:50

 徳辺上集落センター 13:10 ～ 13:20

 ひまわり館 13:40 ～ 13:50

 産野集会施設 14:10 ～ 14:20

 田中ふるさと館 14:40 ～ 14:50

日付 場所 時間

11
月
15
日
（
火
）

 伊佐市役所（大口庁舎）中庭       9:00 ～         9:20
 薬師公民館       9:40 ～         9:50
 重留南集落センター 10:10 ～ 10:20

 下名集会施設 10:40 ～ 10:50

 前目麓営農研修センター 11:20 ～ 11:30

 大山酒造前 11:50 ～ 12:00

 岩坪営農研修センター 13:20 ～ 13:30

 楠原集会施設 13:50 ～ 14:00

 柳野三叉路 14:20 ～ 14:30

 南永校区コミュニティセンター 14:50 ～ 15:00

11
月
16
日
（
水
）

 下殿公民館       9:00 ～         9:10
 北さつま農協曽木支所       9:40 ～          9:50
 川西公民館 10:20 ～ 10:30

 針牟田（宮下勝治様宅前） 10:50 ～ 11:00

 荻原公民館 11:20 ～ 11:30

 西太良地区コミュニティセンター 11:50 ～ 12:00

 堂崎広報研修館 13:20 ～ 13:30

 金波田公民館 14:00 ～ 14:10

 山之口（三宅正子様宅庭） 14:40 ～ 14:50

11
月
17
日
（
木
）

 戸切（旧小田原ストアー駐車場）       9:00 ～         9:10
 山ノ口三叉路       9:30 ～         9:40
 篠原公民館 10:00 ～ 10:10

 上目丸（西恒良様宅前） 10:40 ～ 10:50
 下目丸公民館 11:10 ～ 11:20

 元町第一駐車場 11:50 ～ 12:00

 浜里公民館 13:20 ～ 13:30

 木崎自治会館 13:50 ～ 14:00

 園田公民館 14:20 ～ 14:30

 旧大田グラウンドゴルフ場 14:50 ～ 15:00

11
月
18
日
（
金
）

 下手上多目的集会施設       9:00 ～           9:10
 荒瀬多目的集会施設       9:35 ～         9:45
 山下・鵜泊青少年会館 10:05 ～ 10:15

 猶原地区集会施設 10:40 ～ 10:50

 平沢津集落集会施設 11:10 ～ 11:20

 湯之尾校区集会施設 11:40 ～ 11:50

 築地集会施設 13:10 ～ 13:20

 共進地区教育集会所 13:40 ～ 13:50

 麓後集会施設 14:15 ～ 14:25

 まごし館 14:45 ～ 15:00

問い合わせ先　健康長寿課健康推進係　☎㉓１３１１

　65歳以上の人（昭和 27年４月１日までに生まれた人）が対象になり
ます。受診票がなくても当日受診でき、受診料は無料です。 
　なお、７月に実施した肺がん検診を受診した人は、結核検診を受診する
必要はありません。
　当日は金具・ボタン・プリントが
ない衣服でお越しください。

平成 28年度 結核検診（レントゲン間接撮影）
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日　　時　11月 12日（土）
　　　　　16時 30分～ 19時 35分
場　　所　南永小学校体育館・天体観測
　　　　　ドーム及び校庭
内　　容
①二反田耕治氏によるトランペット演奏、
　いさ吹奏楽団による演奏会、全児童に
　よる合唱等
②天体望遠鏡を使った星空観察と日本宇
　宙少年団伊佐フォーマルハウト分団の
　左近充分団長による秋の星空の説明

星空コンサート・
星空観察会

　

絵画一般公開

Ｉ ｎ ｆ ｏ ｒ ｍ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

加治美智也、坂口登、城ケ﨑悟、野村俊佐久、
伊地知誠、矢沢一翠、徳永隆、仙頭利通、クマ
モト順子、竹之内直記、樋渡直竹（写真家）

※敬称略・順不同公開作品の作家

公開する絵画等作品について

　この作品群は、画家の故伊地知誠氏（鹿児島
市、平成 19年逝去）が個人収集したコレクショ
ンです。
　伊地知氏は、鹿児島県庁職員として県内各地
で地域振興に従事し、伊佐市でも北薩病院事務
長を務めました。また、多忙な中、絵画の創作・
発表や美術品の収集にも熱心に取り組みました。
　その後、コレクションは竹之内氏に受け継が
れました。

星空ギャラリー

問い合わせ先 南永小学校　☎㉖３９８０

　「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」に合わせて
　公開

▽ 11 月 12 日（土）　16 時 30 分～ 18 時

　９時～ 16 時 30 分

▽ 11 月１日（火）～４日（金）、７日（月）

南永小学校体育館

無料
※誰でも自由に観賞できます。
　直接お越しください。（申込不要）

　南永小学校区在住の美術家・竹之内直記氏プロデュース
の絵画展示を体育館で行っています。一般公開の日程は次
のとおりです。ぜひご鑑賞ください。

公開日程

公開場所

入 場 料

　 「星空コンサート・星空観察会」に合わせて公開
※公開日程以降も随時公開します。（日程が決まり次第、
　市ホームページ、学校ブログ等でお知らせします。）
※日程以外での絵画鑑賞を希望する人は、直接学校にお
　問い合わせください。（土日、祝日、年末年始は見学で
　きません。）

平成 29 年度  特認生募集

　市では、指定された通学区域を越えて児童の入学・
転入学を特別に認める「伊佐市小規模校入学特別認
可制度」を実施しています。（平成28年度実績4人）
　児童の心身の健康増進、児童一人ひとりに応じた
きめ細かな学習指導の充実、豊かな人間性を培うと
ともに、地域や学校の活性化を図ることを目的とし
ています。
入学・転入学の条件
⑴市内に児童・保護者が在住し、平成 29年 4月 1
　日現在で小学新 1年生から新 6年生であること。
⑵１年以上通年で通学ができること。
⑶保護者の責任で車での送迎ができること。（通学
　補助費が支給されます。）
⑷南永小学校へ入学・転入学することで、本来就学
　すべき小学校に学級減を生じないこと。
申込期限　平成 29 年２月 28 日（火）
　詳しくは南永小ホームページをご覧ください。
申込・問い合わせ先
南永小学校　　　　☎㉖３９８０
学校教育課学事係　☎㉖１５３２

南 永 小 学 校 か ら の お 知 ら せ
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期　間　11 月９日（水）～ 15 日（火）

　fire   prevention 建物火災にご注意建物火災にご注意

住宅防火  いのちを守る
  ７つのポイント（３つの習慣と４つの対策）

「消しましょう　その火その時　その場所で」今年度
の標語

　秋季全国火災予防運動に伴い、次の日程のとおり、訓練と幼年消防クラブ員等による防火パレードを行い
ます。訓練時はサイレン吹鳴及び消防車が赤色灯をつけて走行しますので、火災とお間違いのないようご注
意ください。

　これからの季節、空気が乾燥し火災が発生し
やすい状況です。市内でも建物火災が数件発生
しています。火災防止や拡大防止について、次
のポイントに注意しましょう。

◆訓練日程
　11 月     ９日（水）
　▪大口・大口東・牛尾校区　　   18 時 30 分
　▪山野・平出水校区　　　　　   19 時 30 分
　11 月 10 日（木）　
　▪曽木・針持校区　　　　　　   18 時 30 分
　▪羽月・羽月西・羽月北校区　   19 時 30 分
　11 月 13 日（日）
　▪南永・本城・湯之尾・菱刈・田中校区　  ６時

◆防火セレモニー
　日　　時　11月９日（水）10時～ 11時
　会　　場　大口ふれあいセンター前広場
　内　　容　紅葉保育園児の集団演技と大口里
　　　　　　保育園児の防火の誓い

◆防火パレード　　
　大口ふれあいセンター前を 10 時 30 分頃に
　出発予定
　※雨天時は中止します。

問い合わせ先　総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動

○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れ
　た位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、
　必ず火を消す。

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警
　報器を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を
　防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅
　用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るた
　めに、隣近所の協力体制をつくる。
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行政からのお知らせ

　地域における人と農地の問題を解決するための「未来の設計図」、人・農地プラン（平成 25年
3月作成・以後、毎年更新）をさらに見直すための検討会を開催します。農業者の皆さんの参加を
お願いします。

○農地中間管理事業の説明も行います。         
○人・農地プランに基づき、今後、地域の中心となる経営体（担い手）となることを新たに希望する
　人は、11月 15日（火）までにご連絡ください。         

プラン作成地区 期　日 時　間 会　場

 山野 11 月 17 日（木） 10：00～ 11：00   山野基幹集落センター  ホール

 平出水 11 月 17 日（木） 13：30～ 14：30   平出水いなほ館

 大口東 11 月 22 日（火） 10：00～ 11：00   大口東青少年センター

 牛尾 11 月 22 日（火） 13：30～ 14：30   大口温泉高熊荘  大広間

 羽月 11 月 24 日（木） 10：00～ 11：00   羽月校区公民館  ホール

 大口 11 月 24 日（木） 13：30～ 14：30   大口ふれあいセンター  ３階多目的ホール

 羽月西 11 月 29 日（火） 10：00～ 11：00   羽月西青少年センター

 曽木 11 月 29 日（火） 13：30～ 14：30   西太良地区コミュニティセンター  ホール

 針持 12 月    １日（木） 10：00～ 11：00   針持青少年センター

 田中 12 月    １日（木） 13：30～ 14：30   田中校区集会施設  多目的ホール

 湯之尾 12 月    ６日（火） 10：00～ 11：00   湯之尾校区公民館  会議室

 菱刈 12 月    ６日（火） 13：30～ 14：30   菱刈環境改善センター  ２階会議室

 本城・南永 12 月    ８日（木） 10：00～ 11：00   本城校区集会施設  研修室

連絡・問い合わせ先　　農政課農政第２係　☎㉓１３１１

人・農地プラン検討会

ご存じですか

「税を考える週間」
　11月 11日～ 17日は「税を考える週間」です。
国民生活に深い関わりを持っている税について、
その意義（必要性）と役割（使途）を分かりや
すく説明することで、税に対する理解をより深
めていただくものです。
　今年のテーマは「くらしを支える税」です。
詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）
をご覧ください。
問い合わせ先　加治木税務署  
　　　　　　　☎０９９５・６２・２１６１

「税金＆年金」無料セミナー
期日　　　　　　   ［項目］
11 月         ９日（水）　［源泉所得税］
11月 10日（木）　［相続税］
11月 17日（木）　［消費税］
11月 24日（木）　［地方税］
11月 25日（金）　［労働・社会保険］
※複数項目受講可
時　　間　13時 30分～ 16時 30分
場　　所　大口ふれあいセンター
人　　員　20人（先着順）
申込・問い合わせ先
（公社）姶良伊佐法人会事務局

☎０９９５・６２・５３８２

税理士・社会保険労務士等が、わかりやすく丁寧に教えます。どなたでも受講できます。
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　農業者年金は、農業者がより良い老後生活を過ごすことができるように国民年金に上乗せした公的
年金制度です。国民年金の第１号被保険者で、年間 60日以上農業に従事する 60歳未満の人であれ
ば誰でも加入できる積立年金です。より安定した老後のため、ぜひ加入されるようお勧めします。

農業者年金制度（担い手積立年金）
農業に従事する人なら広く加入できます

⑴ 少子高齢化社会に強い年金
　自分が納めた保険料とその運用収入を
基に年金額が決まる積立方式の年金です。
⑵ 保険料の額は自由
　自分が必要とする年金額に応じて、月額 20,000
円から 67,000 円までの千円単位で自由に選択でき
ます。農業経営の状況や老後設計に応じて、いつで
も見直すことができます。
⑶ 終身年金で 80 歳までの保証付き
　年金は生涯支給されます。仮に加入者・受給者が
80歳前に亡くなった場合でも、80歳までに受け取
れるはずであった農業者老齢年金の現在価値に相当
する額が、死亡一時金として遺族（一定要件を満た
した者）に支給されます。
⑷ 公的年金ならではの税制上の優遇措置あり
　支払った保険料全額が社会保険料控除の対象とな
り、所得税・住民税の節税につながります。
⑸ 保険料の国庫補助制度あり
　認定農業者で青色申告をしている等、農業の担い
手となる人には、国から月額最高 10,000 円の保険
料補助があります。（年齢・所得制限あり）

【旧制度農業者年金】
 ・経営移譲年金
　本人名義または借入した農地を後継
者や第三者に譲渡、貸付して農業経営
から引退した場合に受給できます。
 ・農業者老齢年金
　農業経営から引退しない場合、65歳
から受給できます。

【新制度農業者年金】
 ・特例付加年金
　新制度の保険料の国庫補助（政策支
援）を受けていた人が保有している農
地や農業施設を後継者や第三者に譲渡、
貸付して農業経営から引退した場合に
受給できます。
 ・農業者老齢年金
　新制度の保険料を納めた人が 65歳
から受給できます。60 歳からの繰上
げ請求も可能です。

農業者年金を受給するには農業者年金のメリット

問い合わせ先
伊佐市農業委員会　☎㉖１５７１

　女性をめぐるさまざまな人権問題を解決するための「女性の人権ホットライン」強化週間を実施し
ます。相談内容は問いません。相談には、法務局職員または人権擁護委員が応じ、秘密は厳守します。

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

期　　間　11月 14日（月）～ 20日（日）
時　　間　平日 8時 30分～ 19時　土日 10時～ 17時
電話番号　鹿児島地方法務局全国共通ダイヤル
　　　　　☎０５７０・０７０・８１０
　　　　　※ＩＰ電話からは接続できません。

21 ページ
の取組や相談
窓口もご利用
ください

実施機関　鹿児島地方法務局、鹿児島県人権擁護委員連合会

問い合わせ先　鹿児島地方法務局人権擁護課　☎０９９・２５９・０６８４
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ボランティアありがとうございます
　９月中旬から 10月上旬にかけて、次の建設業
者の皆さんが、運動会を控えた各小学校の運動場
整備をしてくださいました。おかげで事故等もな
く楽しい運動会を終えることができました。
　㈱藤井建設、㈱大菱、㈱伊佐建設、㈱國玉建設、
㈱中村（順不同）

▷

　10 月１日、隊友会伊佐支部の皆さんが、伊
佐市陸上競技場入口に展示してある航空自衛隊
ジェット練習機と周辺敷地の清掃作業をしてく
ださいました。機体の水洗いと敷地の草払いを
行い、辺りは大変きれいになりました。

　㈱富士建設が、会社がある山野校区のコミ
ュニティ協議会事務局（山野基幹集落センタ
ー）にスロープを設置してくださいました。

　

伊佐ふるさと大使・春風亭柳之助氏のチャリティ落語会
　９月 17日、大口元気こころ館で国際ソロプチミスト
大口伊佐が主催する「第９回チャリティ落語会」が開催
されました。
　大口子ども劇場ＫＩＤによる元気なロックソーランの
演技に続いて、落語家・春風亭柳之助さんへの委嘱４年
目になる「伊佐ふるさと大使」の委嘱状交付式が行われ、
副市長から委嘱状と伊佐の特産品目録が手渡されました。
　落語会では２つの演目が披露され、約 230 人の来場
者を楽しませました。柳之助さんは、来年で 10回の節
目を迎えるチャリティ落語会への出演にも意欲的でした。
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伊佐ツーリズム協議会待望の
修学旅行第１号

秋の共進会

　10月 19日～ 20日、広島県の加茂中学校
の生徒が修学旅行で伊佐市にやって来ました。
田舎暮らし体験をするため、市内の家庭に民
泊しました。生徒たちを受け入れた「伊佐ツ
ーリズム協議会」は、熊本地震の影響で春の
予定がキャンセルになったため、今年度初の
修学旅行生受入れとなりました。
　初めは緊張していた生徒たちも、農業体験
や夕食作りをするうちに受入れ家庭の温かい
雰囲気に打ち解け、あっという間の１泊２日
になりました。
　伊佐ツーリズム協議会は会員募集中です。
興味のある人は、伊佐ＰＲ課（☎㉙ 4113）
にご連絡ください。

　９月 16日、菱刈花北の旧伊佐家畜市場で
伊佐市秋季畜産共進会が開催されました。共
進会は毎年春と秋に開催される、牛の品評会
です。
　今回は総勢 82頭の雌牛が出場し、５つの
部門で体つきや品位などを競いました。各部
門の一席は次のとおりです。（敬称略）
第１部　馬門文夫「ゆりこ２」号
第２部　椛山勉「やす 76」号
第３部　蓑田ツギ子「ふくひめ１」号
成雌区　溝口脩「そらひめ」号
父系郡　永野洋喜「さき」号
　　　　羽田武葊「さきこ」号
　　　　原口ミチ子「かずひめ」号
　また、グランドチャンピオンには椛山勉さ
ん（上青木西）の「やす 76」号が選ばれました。

　

ヒガンバナの道

　針持地域保全向上活動組織の皆さんが地域
にヒガンバナを植え始めてから７年目を迎え
ました。植え付けや草払いのときには、針持
校区の小谷、笠松、馬場自治会の住民も参加
し、９月５日に行った草払いは総勢 100 人
での作業となりました。
　９月下旬、約３kmの農道に咲く赤いヒガ
ンバナと黄金色の田んぼとの秋らしい景色が
見られました。来年の散策コースにぜひ加え
てみてはいかがでしょうか。

　
安全運転お願いします

　秋の交通安全週間の９月 22日、菱刈中学
校前の県道で湯之尾空手道スポーツ少年団の
児童・生徒 22人が交通安全街頭キャンペー
ンを行いました。
　同少年団の毎年恒例の活動で、今年は、安
全運転をお願いする手紙やうちわ、お茶など
を配りました。子どもたちは「安全運転お願
いします。」とドライバー一人ひとりに呼び
掛けました。
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

～
11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」
～

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
い
い
日
、
い

い
日
、
毎
日
、
あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が

と
う
」
を
念
頭
に
、
11
月
11
日
を
「
い

い
日
、い
い
日
」に
か
け
た「
介
護
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
介
護
へ
の
理
解
と

認
識
を
深
め
、
地
域
社
会
に
お
け
る
支

え
合
い
や
交
流
を
促
進
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
に
対
す
る
介
護
に
つ
い
て

重
点
的
に
国
民
へ
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
４
日
～
17
日
は
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
「
福

祉
人
材
確
保
重
点
実
施
期
間
」
で
す
。

　

伊
佐
市
で
も
高
齢
化
が
進
み
、
介
護

に
対
す
る
課
題
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
介
護
を
身
近
な
も
の
と
し

て
捉
え
、
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

今
年
も
啓
発
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

11
月
４
日
～
17
日
の
間
、
の
ぼ
り
旗
を

市
役
所
大
口
・
菱
刈
庁
舎
、
大
口
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
、

ま
ご
し
館
に
設
置
し
ま
す
。

　

介
護
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
次
の
と

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

11
月
の
対
象
活
動

○
結
核
検
診
、
健
康
相
談
、
元
気

　

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元

狩
猟
期
間
始
ま
る

狩
猟
期
間

▽
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

　

11
月
１
日
（
火
）
～
平
成
29
年
３
月

　

15
日
（
水
）

▽
そ
れ
以
外
の
狩
猟
鳥
獣

　

11
月
15
日
（
火
）
～
平
成
29
年
２
月

　

15
日
（
水
）

狩
猟
者
の
皆
さ
ん
へ

　

正
し
い
マ
ナ
ー
と
安
全
確
認
で
狩
猟

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
発
砲
す
る
際
に
は
、
矢
先
の
安
全
を

　

十
分
確
認
す
る
こ
と

○
土
地
の
所
有
者
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

　

さ
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
こ

　

と
○
獲
物
が
見
え
な
い
と
き
は
「
人
か
も

　

し
れ
な
い
」
と
考
え
、
発
砲
し
な
い

　

こ
と

○
発
砲
直
前
ま
で
は
、
タ
マ
を
装
て
ん

　

す
る
こ
と
な
く
、
抜
い
て
お
く
こ
と

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

狩
猟
期
間
中
に
山
菜
採
り
や
魚
釣
り

な
ど
で
山
林
に
入
る
場
合
は
、
誤
認
に

よ
る
狩
猟
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
次

の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
狩
猟
者
が
確
認
し
や
す
い
よ
う
に
目

　

立
つ
色
の
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
出
か
け
る
前
に
、
行
き
先
や
帰
る
時

　

間
を
家
族
に
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
ラ
ジ
オ
等
を
携
帯
す
る
な
ど
、
自
分

　

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
心

　

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
薄
暗
い
時
間
帯
や
天
候
に
よ
り
視
界

　

が
悪
い
状
況
の
と
き
は
、
山
林
に
入

　

る
の
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

狩
猟
期
間
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
警
察
署
生
活
安
全
係☎

㉒
０
１
１
０

林
務
課
鳥
獣
対
策
係　

☎
㉓
１
３
１
１

「
介
護
の
日
」及
び「
福
祉
人
材
確
保
重
点
実
施
期
間
」

お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先　

健
康
長
寿
課

◎
大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

☎
㉓
２
３
７
７

◎
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

☎
㉖
１
３
０
７

受
付
時
間　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係　

☎
㉓
１
３
１
１

児
童
虐
待
と
は

　

親
ま
た
は
親
に
代
わ
る
保
護

者
が
子
ど
も
に
対
し
次
の
行
為

を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。（
こ

れ
ら
の
行
為
は
保
護
者
の
意
向

に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
の
視
点

で
判
断
し
ま
す
。）

◆
身
体
的
虐
待

　

首
を
絞
め
る
、
殴
る
、
蹴
る
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ

る
、
火
傷
を
さ
せ
る
、
溺
れ
さ

せ
る
、
戸
外
に
閉
め
出
す　

な

ど◆
性
的
虐
待

　

性
的
行
為
を
強
要
す
る
、
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す

る
、
性
器
や
性
交
を
見
せ
る
、

性
器
を
触
っ
た
り
触
ら
せ
た
り

す
る　

な
ど

◆
ネ
グ
レ
ク
ト

　

適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
し

な
い
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も

受
診
さ
せ
な
い
、
家
や
車
中
に

放
置
す
る
、
同
居
人
に
よ
る
虐

待
を
保
護
者
が
放
置
す
る　

な

ど

◆
心
理
的
虐
待

　

言
葉
で
お
ど
す
、
無
視
や
拒

否
的
な
態
度
を
と
る
、
子
ど
も

の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を

ふ
る
う
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
差

別
的
扱
い
を
す
る　

な
ど

　

虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
の
成

長
や
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
次
の

世
代
に
引
き
継
が
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
は
保
護
者
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

現
代
は
、
核
家
族
化
や
地
域

の
つ
な
が
り
が
薄
い
こ
と
で
、

子
育
て
が
孤
立
し
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
家
と
い
う
密
室
で

保
護
者
一
人
に
子
育
て
の
責
任

が
の
し
か
か
り
、
不
安
や
負
担

を
抱
え
る
家
庭
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
に
熱
心

な
あ
ま
り
、
よ
か
れ
と
思
う
気

持
ち
が
し
つ
け
を
エ
ス
カ
レ
ー

ト
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
、
経
済

的
に
苦
し
く
昼
夜
を
問
わ
ず
働

い
た
結
果
、
子
ど
も
を
放
置
し

た
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
子
育
て
家
庭
を
孤
立
さ
せ
な

い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
家
庭
を
温

か
く
見
守
り
、
さ
り
げ
な
く
声
か
け
す
る
な
ど
の
行
動
が
大
切

で
す
。
そ
う
い
っ
た
地
域
で
の
支
援
が
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

虐
待
か
も
?!
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
連
絡
＆
地
域
で
の
支
援

○
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
連
絡
者
や
連
絡
内

　

容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
連
絡
し
た
情
報
が
間
違
い
で
あ
っ
て
も
、
連
絡
者
が
罰
せ
ら

　

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育

　

て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り

　

ま
す
。◆伊佐市トータルサポートセンター

　☎㉙５５１１
　月～金曜日（９時～ 17時 15分）
◆こども課
　☎㉓１３１１（市役所代表・24時間）
◆鹿児島県中央児童相談所
　☎０９９・２６４・３００３（24時間）
◆児童相談所全国共通ダイヤル
　１８９（24時間）
　※お近くの児童相談所につながります。

11 月は児童虐待防止推進月間です

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという

メッセージが込められています。

連絡・相談窓口
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南三陸だより
Vol. 55

　

　

レ シ ピ

唐芋まんじゅう

〈作り方〉　
①唐芋は皮をむいて茹でる。熱いうちに
　よくすりつぶし、砂糖・塩を加えてよ
　く混ぜる。
②①に餅米粉を入れ、こね丸めて薄く油
　をひいたフライパンで焼く。

生
Vol.73

「農繁期のおやつ」

〈材　料〉（４人分）
餅米粉　　　　　　１カップ
唐芋（さつまいも）中１個
砂糖　　　　　　　1/2 カップ
塩　　　　　　　　少々

　

先
日
不
幸
が
あ
り
鹿
児
島
に

帰
り
ま
し
た
が
、
空
港
に
降
り

た
途
端
あ
ま
り
の
暑
さ
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
週
の
南

三
陸
町
の
最
低
気
温
は
５
℃
で
、

鹿
児
島
で
冷
房
を
使
っ
た
翌
日

に
は
、
宮
城
で
暖
房
を
つ
け
る

と
い
う
何
と
も
不
思
議
な
経
験

を
し
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
で
は
10
月
に
入
っ

て
か
ら
敬
老
会
が
あ
り
ま
し
た
。

町
主
催
で
地
区
ご
と
に
３
回
に

分
け
て
「
ホ
テ
ル
観
洋
」
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
私
が
見
て
き
た
伊
佐
の
敬
老

会
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
催
す

る
校
区
単
位
の
も
の
で
、
南
三

陸
町
と
比
べ
る
と
小
規
模
で
す

が
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
主

性
を
も
っ
て
催
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
と
再
認

識
し
ま
し
た
。

　

先
に
書
き
ま
し
た
私
事
の
不

幸
は
、
祖
母
が
亡
く
な
っ
た
も

の
で
す
。
90
歳
に
な
っ
た
ば
か

り
で
し
た
。
宮
城
に
赴
任
す
る

に
あ
た
り
、
必
ず
ま
た
会
え
る

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今
後
、

宮
城
か
ら
鹿
児
島
に
帰
る
時
に

も
、
地
元
の
仲
間
に
い
つ
で
も

会
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ば
か
り
は
運
命
で
す
。
今

の
出
会
い
を
大
切
に
し
よ
う
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
40
分
ほ
ど
か
け
て

通
勤
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月

末
ま
で
に
「
三
陸
縦
貫
自
動
車

道
志
津
川
イ
ン
タ
ー
」
が
開
通

し
、
大
幅
な
時
間
短
縮
と
積
雪

時
の
運
転
負
担
の
緩
和
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
仙
台
空
港
か

ら
１
時
間
半
も
走
れ
ば
南
三
陸

町
に
来
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、

観
光
客
の
増
加
に
も
期
待
し
て

い
ま
す
。　
　
　
（
柏
木
聡
司
）

ま
ん
じ
ゅ
う
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18時
　　　　　日・祝日：９時～ 17時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　戦乱の世、国を守る魔
女がいた。杖をもった魔
女は、杖殿とよばれ、ど
の国も魔女をほしがり、
魔女の受難がはじまった。
あるときは、町から追わ
れ、またあるときは、国
を守り、そして、王様と
恋もして…。

　綺羅星のようなコレク
ションを誇る美術館が、
市の財政難から存続の危
機にさらされる。市民の
暮らしと前時代の遺物、
どちらを選ぶべきか…。
アメリカで本当に起こっ
た、ささやかで偉大な奇
跡の物語。

王様に恋した魔女　柏葉幸子

（出版：講談社）

一  般

（出版：新潮社）

デトロイト美術館の奇跡　原田マハ

【　児　童　】
わたしのそばできいていて リサ・パップ
絵本  あなのあいたおけ プレム・ラワット
ねこ・こども 佐々木マキ

【　一　般　】
遠い唇 北村薫
おんなの城 安部龍太郎
オライオン飛行  高樹のぶ子

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　11月 26日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ
海潮忌・文学フェスティバル
日　時　11月 27日（日）12:30 ～
場　所　大口ふれあいセンター３階
※詳しくは 18ページをご覧ください。

【ブックリサイクル】
日　時　11月１日（火）～
　　　　なくなり次第終了
場　所　菱刈図書館
内　容　保存期限を過ぎた雑誌や除籍
　　　　本を差し上げます。

【海音寺潮五郎展示会】
日　時　11月 22日（火）～ 27日（日）
場　所　大口ふれあいセンター
内　容　郷土が生んだ偉大な歴史小説家・海音寺潮五郎氏
　　　　を広く紹介するために記録写真を展示します。

○

【11 月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

○
○
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

里
親
と
は

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家
族
の
一
員

と
し
て
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
、
温
か
い
雰
囲

気
の
中
で
愛
情
と
真
心
を
込
め
て
養
育
し
て

く
だ
さ
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

養
育
を
お
願
い
す
る
子
ど
も
の
年
齢
は
０

歳
か
ら
18
歳
ま
で
、
養
育
期
間
は
数
か
月
か

ら
数
年
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

鹿
児
島
県
の
現
状

　

現
在
、
県
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
約
８
５
０

人
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
80
人
が
里
親
な
ど

の
家
庭
で
、
約
７
７
０
人
が
児
童
養
護
施
設

や
乳
児
院
な
ど
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
家
庭
的
な
養
育
環
境
の
中
で
、

特
定
の
大
人
と
の
継
続
的
で
安
定
し
た
愛
着

関
係
の
も
と
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

支
え
て
い
く
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
里
親
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

◆
里
親
募
集
説
明
会

　

里
親
制
度
の
紹
介
と
里
親
募
集
の
た
め
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

11
月
18
日
（
金
）

▽
昼
の
部　

14
時
～
16
時

▽
夜
の
部　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

　
　
　
　
　

世
代
間
交
流
室

内　
　

容

①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
紹
介
（
10
分
）

②
概
要
説
明
（
40
分
）　

③
個
別
相
談
（
60
分
：
希
望
者
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係
（
伊
佐
市
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）　

☎
㉙
５
５
１
１

県
中
央
児
童
相
談
所
地
域
支
援
指
導
課

☎
０
９
９
・
２
６
４
・
３
０
０
３

児
童
養
護
施
設
大
村
報
徳
学
園
（
里
親
支
援

専
門
相
談
員
：
増
田
）

　

☎
０
９
９
６
・
５
５
・
０
０
３
４

日　
　

時　

11
月
27
日
（
日
）
12
時
30
分
～

　
　
　
　
　

受
付
12
時
～

場　
　

所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階

内　
　

容

○
海
潮
忌

　

伊
佐
市
出
身
の
直
木
賞
作
家
、
海
音
寺
潮

五
郎
氏
は
昭
和
52
年
12
月
1
日
、
76
歳
で
逝

去
。
そ
の
遺
徳
を
偲
び
偉
業
を
顕
彰
す
る
式

典
。

○
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

海
音
寺
潮
五
郎
記
念
「
銀
杏
文
芸
賞
」
お

よ
び
「
読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
、
銀
杏
文
芸
賞
選
者
で
あ
る
歌
人

伊
藤
一
彦
先
生
・
詩
人
岡
田
哲
也
先
生
・
歌

人
宮
原
望
子
先
生
に
よ
る
鼎
談
。

海
音
寺
潮
五
郎
記
念
「
海
潮
忌
・
文

学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
図
書
館
係　
　

☎
㉖
１
５
５
４

農
地
中
間
管
理
事
業

平
成
28
年
４
期
の
申
請
受
付

　

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
農
地
の

貸
し
借
り
を
す
る
人
の
第
４
期
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
期
間　

11
月
１
日
（
火
）
～
30
日
（
水
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
２
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
㉓
１
３
１
１

広告　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ん

を
持
つ
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

融
資
額　

１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

金　
　

利　

年
１
・
９
％

※
母
子
家
庭
は
年
１
・
５
％

返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
は
18
年
以
内

問
い
合
わ
せ
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金
融

公
庫
）

地
域
医
療
に
つ
い
て
語
ろ
う

　

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

第
14
回
目
の
市
民
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
ご
意
見
の

あ
る
人
、
国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
に
ご
意
見
の
あ
る
人
な
ど
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日　
　

時　

11
月
26
日
（
土
）
開
場
13
時

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場　
　

所　

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン

　
　
　
　
　

タ
ー
西
館
６
階
講
義
室

　

水
俣
市
天
神
町
１—

２—

１

基
調
講
和　

丸
山
院
長　

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

☎
０
９
６
６
・
６
３
・
２
１
０
１
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テ
ー
マ　

十
曽
こ
ど
も
の
森
で
楽
し
も
う

日　
　

時　

11
月
13
日
（
日
）
10
時
～
12
時

場　
　

所　

十
曽
こ
ど
も
の
森

対
象
者　

未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

内　
　

容

　

森
で
集
め
た
木
の
実
を
使
っ
て
作
品
づ
く

り
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

準
備
す
る
物

　

手
袋
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
長
袖
長
ズ
ボ

ン
、
運
動
靴
等　
　
　
　
　
　
　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
11
月
11
日（
金
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
市
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま
す

（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
を
除
く
）。
選
定
さ
れ

た
人
に
は
、
11
月
中
旬
に
「
裁
判
員
候
補
者

名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
検

平
成
29
年
度
の
「
裁
判
員
候
補
者
」

ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
」
に

選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

伊
佐
自
然
体
験
活
動

察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」
が
届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度
で

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

裁
判
員
：
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判

員
係　
　

☎
０
９
９
・
２
２
２
・
７
１
５
７

検
察
審
査
員
：
鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
９
９
・
８
０
８
・
３
７
１
９

※布計地区多目的集会施設投票所は午後 5時まで。

　　　　　　午前７時～午後６時

問い合わせ先　市選挙管理委員会　☎㉓１３１１

伊佐市長・伊佐市議会議員
選挙の投票日です

11 月 20 日（日）は

・投票日時　11 月 20 日（日）

・告 示 日　11 月 13 日（日）

 ・期日前投票
　　投票日に仕事やレジャー、冠婚葬祭等の予定
　がある人は、期日前投票ができます。
　期　間　11月 14日（月）～ 19日（土）
　時　間　午前８時 30分～午後８時
　場　所　市役所大口庁舎及び菱刈庁舎
※選挙人名簿に登録されている人は、どちらでも
　投票できます。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
及
び
エ
イ
ズ
患
者
の
新
規

報
告
者
数
は
、
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

県
は
、12
月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

を
中
心
と
し
た
１
か
月
間
を
「
鹿
児
島
レ
ッ

ド
リ
ボ
ン
月
間
」
と
定
め
、
エ
イ
ズ
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

大
口
保
健
所
で
は
、
こ
の
「
鹿
児
島
レ
ッ

ド
リ
ボ
ン
月
間
」
に
あ
わ
せ
て
、
検
査
結
果

が
そ
の
日
の
う
ち
に
わ
か
る
即
日
（
迅
速
）

検
査
を
平
日
夜
間
に
実
施
し
ま
す
。
受
診
や

検
査
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

昼
は
仕
事
で
検
査
を
受
け
る
時
間
が
な
か

っ
た
人
も
、
こ
の
機
会
に
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

な
お
、
検
査
は
ど
こ
の
保
健
所
で
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

12
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
　

受
付
17
時
～
19
時

場　
　

所　

大
口
保
健
所

検
査
料　

無
料

申
込
方
法　

12
月
１
日
（
木
）
ま
で
に
お
電

　
　
　
　
　

話
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係
（
担
当
：
益
口
）

☎
㉓
５
１
０
３

Ｈ
Ｉ
Ｖ
平
日
夜
間
検
査

い
さ
の
お
ん
が
く
た
い

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

日　
　

時　

11
月
13
日
（
日
）
14
時
～
15
時

会　
　

場　

伊
佐
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

出　
　

演　

い
さ
吹
奏
楽
団

内　
　

容　

吹
奏
楽

※
入
場
無
料
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま

　

す
。（
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

出
演
団
体
か
ら

　
「
大
口
吹
奏
楽
団
」か
ら「
い
さ
吹
奏
楽
団
」

に
名
称
を
変
更
し
て
２
年
目
で
す
。
新
た
に

若
い
力
が
加
わ
り
、
平
均
年
齢
を
グ
ッ
と
下

げ
、ち
ょ
っ
と
だ
け
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た「
い

さ
吹
奏
楽
団
」
の
サ
ウ
ン
ド
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。　

主
な
演
奏
曲

　

雨
に
濡
れ
て
も
、
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー
の
歌
、

川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
日
本
民
謡
メ
ド
レ
ー
、

ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲　

他

※
曲
目
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
係　

☎
㉖
１
５
７
８
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伊佐市からのお知らせ

広告

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
事

業
主
は
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
災
保
険
は
、
業
務
上
の
事
由
、
通
勤
に

よ
る
負
傷
、
疾
病
、
障
が
い
、
死
亡
な
ど
に

対
し
て
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

な
ど
に
労
働
者
の
生
活
や
雇
用
の
安
定
を
図

り
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
給

付
を
行
う
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口
出
張
所

☎
㉒
８
６
０
９

加
治
木
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
５
・
６
３
・
２
０
３
５

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

月
間
」

　

伊
佐
米
の
食
味
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
の

た
め
に
、
食
味
分
析
計
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

測
定
対
象

　

伊
佐
市
内
で
生
産
さ
れ
た
お
米（
約
１
合
）

※
自
家
生
産
し
た
も
の
に
限
る
。

測
定
方
法

①
利
用
者
は
、
計
測
す
る
お
米
（
玄
米
）
を

　

農
政
課
（
菱
刈
庁
舎
）
に
持
参
し
、
申
込

　

書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

②
農
政
課
の
職
員
が
計
測
し
、
そ
の
場
で
結

　

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

測
定
内
容

　

水
分
値
、
タ
ン
パ
ク
値
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
値

（
参
考
値
）、
脂
肪
酸
度
（
参
考
値
）、
食
味

ス
コ
ア

そ
の
他

　

測
定
し
た
結
果
は
、
食
味
向
上
や
伊
佐
ブ

ラ
ン
ド
化
の
た
め
に
市
で
分
析
・
活
用
し
ま

米
食
味
分
析
計
で
無
料
測
定

　

テ
ー
マ
は
「
子
育
て
楽
し
も
う　

や
り
た

い
脳
の
作
り
方　

言
葉
掛
け
で
こ
ん
な
に
変

わ
る
子
供
の
成
長
」。
子
育
て
中
や
こ
れ
か

子
育
て
講
演
会

ら
親
に
な
る
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

参
加
は
無
料
、
託
児
あ
り
（
要
予
約
）。

日　
　

時　

11
月
26
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
　
　
　
　

受
付
13
時
30
分
～

会　
　

場　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講　
　

師　

大
澤
美
奈
子
氏

　

脳
の
働
き
を
考
え
た
愛
情
を
基
本
と
し
た

子
育
て
法
を
提
唱
。
右
脳
教
育
を
実
践
し
、

徹
底
的
に
愛
を
伝
え
る
こ
と
を
基
本
に
、
優

し
い
心
、
豊
か
な
感
性
、
自
分
で
生
き
る
力

を
持
て
る
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

詳
し
く
は
本
城
保
育

園
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

本
城
保
育
園

☎
０
８
０
・
８
５
７
７
・
８
９
１
９

市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
え

　

計
量
法
に
よ
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年

で
取
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
委
託
す
る
市
内
の
管
工
事
組
合
等
が

対
象
の
ご
家
庭
に
伺
い
、
無
料
で
交
換
し
ま

す
。
メ
ー
タ
ー
器
本
体
は
貸
与
と
な
り
ま
す

の
で
、
管
理
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
の
ご
家
庭
に
は
事
前
に
検
針
票
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
大
口
地
区
】

○
メ
ー
タ
ー
器
13
ミ
リ

　

朝
日
町
一
部　

青
木
ヶ
島　

朝
日
ヶ
丘　

高
校
西　

戸
切　

緑
ヶ
丘　

陣
之
尾

○
メ
ー
タ
ー
器
20
ミ
リ
～
50
ミ
リ

　

大
口
地
区
全
域

【
菱
刈
地
区
】

○
メ
ー
タ
ー
器
13
ミ
リ

　

前
目
住
宅　

前
目
宇
都　

前
目
上　

前
目

中　

前
目
下　

内
之
宮　

上
内
之
宮　

前
目

麓　

麓
後

○
メ
ー
タ
ー
器
20
ミ
リ
～
75
ミ
リ

　

菱
刈
地
区
全
域

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
委
託
業
者
が
取
替
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
で
も
取
替
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の

コ
ス
モ
ス
の
種
を
無
料
で
自
由
採
取

で
き
ま
す

場　
　

所

　

重
留
多
目
的
広
場
（
ナ
フ
コ
菱
刈
店
東
側

の
市
有
地
）
の
区
画
の
一
部
（
野
球
場
北
側
）

期　
　

間　

11
月
10
日
頃
ま
で

※
ど
な
た
で
も
採
取
で
き
ま
す
が
、
販
売
目

　

的
や
大
量
採
取
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
政
策
第
２
係　

☎
㉓
１
３
１
１

す
。　
　
　
　
　
　
　

※
11
月
12
・
13
日
、
伊
佐
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

会
場
（
菱
刈
農
村
公
園
）
で
も
測
定
で
き

　

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
１
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１
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11
月
12
日
～
25
日
は
、
内
閣
府
が
主
唱
す

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

る
運
動
月
間
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
や
性
暴
力
の
被
害
は
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
被
害
者
の
人
権
を
侵
害
し
、
心
を
深

く
傷
つ
け
、
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
親
し
い
間
柄
で
も
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
運
動
週
間
に
合

わ
せ
た
①
～
③
の
取
組
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
企
画
政
策
課
ま
た
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
資
料
展

期　
　

日　

11
月
11
日
（
金
）

場　
　

所　

伊
佐
農
林
高
校
文
化
祭
会
場

②
啓
発
チ
ラ
シ
配
布

期　
　

日　

11
月
13
日
（
日
）

場　
　

所　

伊
佐
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
会
場

③
「
女
性
の
た
め
の
法
律
１
１
０
番
」

　

女
性
の
弁
護
士
が
電

話
と
面
接
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日　
　

時

　

11
月
16
日
（
水
）
10
時
～
16
時

場　
　

所

　

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談

室
（
鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

相
談
先
（
予
約
者
が
優
先
）

☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
３
１

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
３
０

※
９
時
～
17
時
（
月
曜
日
は
休
館
）

広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538

◆
11
月
の
女
性
サ
ロ
ン
室

　

あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

一
緒
に
考
え
ま
す
。

開
催
日　

11
月
２
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

時　
　

間　

13
時
30
分
～
16
時　

場　
　

所　

大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
様
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
共
生
協
働
推
進
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　久木山　マサエさん
　（推薦者：伊佐市母子寡婦福祉会）

　東　信宏さん
　（推薦者：菱刈校区コミュニティ協議会）

　入木田　常美さん
　（推薦者：牛尾小学校）

皆さんおめでとうございます
平成 28 年度伊佐市社会教育功労者・団体表彰

　羽月駅前老人クラブ
　（推薦者：伊佐市老人クラブ連合会）

　ひしかり女性 100 人会
　（推薦者：田中校区コミュニティ協議会）

　中島　一夫さん
　（推薦者：大口校区コミュニティ協議会）

日　
　

時　

11
月
26
日
（
土
）
受
付
17
時
～

　
　
　
　
　

試
合
開
始
17
時
30
分
～

場　
　

所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

○
混
成
の
部
（
女
性
１
人
以
上
）

○
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

参
加
料　

選
手
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
持

参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

11
月
18
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

場
合
は
、
取
替
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便
受

　

け
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
管
理
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１
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伊佐市からのお知らせ

募　
　

集

わ
ら
細
工
講
習
会
・
介
護
予
防
教
室

参
加
者
募
集
（
無
料
）

◆
わ
ら
細
工
講
習
会

日　
　

時　

11
月
17
日
（
木
）
～
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場　
　

所　

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
　
　
　
　

ー
大
会
議
室

広告

　伊
佐
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

全
体
見
直
し

　

こ
の
計
画
は
農
業
の
健
全
な
発
展
、
農
地

の
合
理
的
な
利
用
に
役
立
て
る
た
め
の
も
の

で
、
概
ね
５
年
に
一
度
見
直
し
ま
す
。

農
振
除
外
等
の
受
付
を
一
時
停
止
し
ま
す

　

農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
は

原
則
、
他
の
用
途
で
利
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、

農
用
地
区
域
の
変
更
を
申
し
出
る
こ
と
で
、

他
の
用
途
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
体
見
直
し
を
行
う
平
成
28
年

12
月
1
日
～
平
成
29
年
3
月
31
日
の
期
間
中

は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
意
見
聴
取
の
た

め
申
出
の
受
付
を
停
止
し
ま
す
。

日　
　

時　

11
月
24
日
（
木
）
10
時
～
15
時

場　
　

所　

サ
ン
・
あ
も
り
１
階
研
修
室

　

霧
島
市
隼
人
町
見
次
１
３
７
１

相
談
内
容

　

宅
地
や
建
物
の
取
引
、
税
金
、
相
続
・
贈

与
、
登
記
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

相
談
員

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

司
法
書
士

問
い
合
わ
せ
先

県
土
木
部
建
築
課
管
理
係

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
７
０
７

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

　

県
最
低
賃
金　

７
１
５
円
（
時
間
額
）

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
パ
ー
ト
や
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
、
す
べ
て
の
労
働
者
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
使
用
者
も
労
働
者
も
、

賃
金
が
最
低
賃
金
以
上
で
あ
る
か
、
必
ず
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
９
・
２
２
３
・
８
２
７
８

使
用
者
も
労
働
者
も

鹿
児
島
県
最
低
賃
金

※
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
遅
れ
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

※
既
に
住
宅
な
ど
の
建
設
計
画
が
あ
る
場
合

　

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
２
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

内　
　

容　

基
本
的
な
し
め
縄
作
り

受
講
資
格　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

準
備
物　

花
切
り
は
さ
み

申
込
期
限　

11
月
15
日
（
火
）

◆
介
護
予
防
教
室

日　
　

時　

11
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

内　
　

容　

や
さ
し
い
手
話

受
講
資
格　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限　

11
月
22
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

　

平
成
29
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い

ま
す
。

出
願
期
限　

第
１
回　

２
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
　

第
２
回　

３
月
20
日
（
月
）

　

資
料
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
３
９
・
３
８
１
１

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
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（
９
月
５
日
～
９
月
30
日
受
付
分
）

棈
松　

大ひ
ろ
た
か敬
（
啓
介
・
西
原
）

宇
都
宮　

葵
あ
お
い
（
正
法
・
鵜
泊
）

大
川　

鮎あ
ゆ
み美
（
剛
史
・
前
目
宇
都
）

鹿
島　

將ま
さ
や椰
（
大
輔
・
徳
辺
上
）

柏
原　

冴さ
え
き紀
（
幸
紀
・
楠
原
下
）

川
崎　

穂ほ
の
か夏
（
龍
吾
・
駅
前
）

神
田　

亮
り
ょ
う
せ
い晴
（
顕
正
・
下
元
町
）

木
ノ
下　

瑞み
ず
ほ萌
（
雄
一
・
金
波
田
）

境
谷　

奏か
な
た太
（
大
輔
・
一
ノ
渡
瀬
）

工　

蓮れ
ん
と人
（
聖
也
・
本
町
）

谷
山　

心み
お桜
（
大
介
・
西
本
町
）

枦
木　

駿
し
ゅ
ん
ぺ
い平
（
駿
・
前
目
麓
）

橋
口　

秋
し
ゅ
う
（
知
納
・
重
留
西
）

原
之
下　

蒼あ
お
と人
（
正
己
・
重
留
西
）

福
島　

澄す
み
は葉
（
英
樹
・
小
水
流
）

山
下　

凛り
こ心
（
竜
太
・
共
進
）

吉
永　

果か
ほ穂
（
将
吾
・
郡
山
）

　

【今月の表紙】

おね
がい

（
９
月
２
日
～
９
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

祁
内　

重
儀　
　
　

93
（
陣
之
尾
）

志
風　

チ
ヅ
子　
　

87
（
戸
切
）

辻　

マ
ツ　
　
　
　

97
（
下
青
木
）

　

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
10 月活動

○田中小学校（写真）　〇山野小学校

平
山　

政
男　
　
　

96
（
上
原
田
）

山
野
地
区

伊
藤　

弘
子　
　
　

75
（
小
木
原
東
）

隈
元　

定
一　
　
　

85
（
下
之
馬
場
）

山
下　

杉
盛　
　
　

88
（
荒
平
）

羽
月
地
区

大
浦　

浩　
　
　
　

53
（
富
ヶ
丘
）

坂
元　

良
二　
　
　

67
（
宮
人
）

髙
橋　

ヨ
シ
ヱ　
　

69
（
馬
渡
）

東　

サ
チ
子　
　
　

91
（
金
波
田
）

福
永　

節
子　
　
　

86
（
馬
渡
）

宮
野　

末
𠮷　
　
　

81
（
山
之
神
）

牟
田　

久　
　
　
　

87
（
白
木
）

菱
刈
地
区

大
塚　

フ
ク
ヱ　
　

95
（
徳
辺
下
）

鹿
島　

初　
　
　
　

91
（
徳
辺
上
）

切
通　

ユ
キ　
　
　

90
（
新
拓
）

白
石　

ミ
サ　
　
　

96
（
共
進
）

川　

修
次　
　
　

66
（
築
地
）

　

変更期日　11月１日（火）

変更時刻　18時を 17時に
　緊急非常サイレンとお間違い
のないようご注意ください。

時報サイレン
吹き鳴らし時刻の変更

本
城
地
区

亀
園　

徹　
　
　
　

81
（
荒
田
下
）

久
保　

房
子　
　
　

97
（
荒
瀬
）

倉
野　

テ
イ　
　
　

94
（
町
船
津
田
下
）

　すっかり秋の空になりました。
黄金色の田んぼを見ると、伊佐
の季節になったなぁ、と感じま
す。
　先月、市内５か所とドルフィ
ンポートでは新米まつりが開催
されました。芸術よりもスポー
ツよりも、美味しい伊佐米が味
わえる食欲の秋が一番です。

○交通事故や感染症を防ぐため、ま
　た排せつや庭を荒らすなどでご近
　所に迷惑をかけないよう、なるべ
　く室内で飼いましょう。
○自宅内の決まった場所で排せつを
　するよう、猫をしつけましょう。
○望まない繁殖を抑制するための措
　置を講ずるよう努めましょう。
　猫だけに限らず、動物を飼うとき
は飼い主としての責任を持ってくだ
さい。また、飼うつもりがないなら、
野良猫にはエサを与えないでくださ
い。
問い合わせ先
環境政策課環境保全係

☎�１０６０

猫 の 飼 い 方 に つ い て
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広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.191　
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■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

編
集
後
記

人口のうごき

H28.10. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

１
０
０
歳
の
方
に
対
し
て
「
元
気
い
っ
ぱ

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
正
直
な
と
こ
ろ
持

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
話
を
伺
っ
た
５

人
は
、
笑
顔
が
素
敵
で
、
記
憶
力
も
よ
く
、

会
話
も
弾
み
、
見
た
目
の
元
気
さ
と
お
聞
き

す
る
現
在
の
日
常
生
活
の
様
子
か
ら
、
年
齢

を
感
じ
る
こ
と
な
く
話
し
込
ん
で
い
る
と

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
仕
事
を
頼
ん

だ
ら
教
え
子
が
い
た
」
な
ど
と
会
話
の
端
々

で
「
あ
ぁ
、
こ
の
方
は
１
０
０
歳
な
ん
だ
っ

た
」
と
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
私
の
年
代
の
頃
に
終
戦
を
経
験

さ
れ
、
食
べ
る
物
も
着
る
物
も
な
か
っ
た
戦

後
が
一
番
大
変
だ
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
と
、

い
か
に
自
分
た
ち
が
平
和
で
便
利
な
暮
ら
し

が
で
き
て
い
る
か
を
感
じ
ま
し
た
。
胸
に
刺

さ
る
深
い
お
話
も
聞
け
て
、
今
回
こ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ア
ー
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
幸
運
で

し
た
。

総人口　27,195 人　  （－          ６）
　男　　12,632 人　  （ +         ５）
　女　　14,563 人　  （－       11）
世帯数　13,764 世帯  （－          ８）

今月号の「和みのひろば」はお休みします。このコーナーでは皆さんのお便りや写真をお待ちしています。

広告

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ




